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ふじさん工業用水道に係る浄水発生土有効利用事業

有償譲渡契約書（案）

ふじさん工業用水道に係る浄水発生土有効利用事業に関して、静岡県企業局（以下「売主」と

いう。）と●（以下「買主」という。）は、静岡県富士市厚原 1111 に所在する厚原浄水場（以下「厚

原浄水場」という。）において製造された破砕加工土1（以下「破砕加工土」という。）の譲渡につ

いて、以下のとおり合意する。

（定義）

第１条 この契約における用語の定義は、特にこの契約で定義されている用語を除き、売主、買

主、●及び●が締結した令和●年●月●日ふじさん工業用水道に係る浄水発生土有効利用事業

基本契約書（その後の変更及び修正を含み、以下「基本契約」という。）別紙１の定義集のとお

りとする。

（目的）

第２条 売主は、厚原浄水場内の本施設において製造された破砕加工土を買主に対して譲り渡し、

買主は、これを譲り受けるものとする。

２ 買主は、譲渡を受けた破砕加工土を●2として使用するものとする。

（破砕加工土の譲渡）

第３条 破砕加工土の譲渡場所は、買主の●3とする。

２ 破砕加工土の譲渡量の計量は、厚原浄水場の重量計によって行い、買主との譲渡量の確認は、

売主が定める計量伝票によるものとする。

３ 前項の計量伝票は、売主及び買主が１通ずつ保管するものとする。

４ 破砕加工土の所有権は第１項の譲渡場所での引渡しをもって、危険負担は第２項の計量の完

了をもって、それぞれ売主から買主に移転する。

（譲渡量）

第４条 買主が売主から譲渡を受ける破砕加工土の量は、【一会計年度当たり】概ね●トンとする。

（購入希望計画書）

第５条 買主は、基本契約に基づいて売主に対して提出した月間購入希望計画書を基に、売主が

策定した月間製造・販売計画書に基づき、破砕加工土の譲渡を受けるものとする。

２ 売主は、前項の月間製造・販売計画書に基づき、毎月 25 日までに、翌月の譲渡可能量を買主

に対して通知するものとする。

３ 前項により定まった量を変更する必要が生じたときは、速やかに売主及び買主は協議するも

1 有効利用事業者が破砕土（Ｂ）又は破砕土（Ｃ）の有効利用を行う場合には、破砕加工土を破砕土（Ｂ）又

は破砕土（Ｃ）に置換します。

2 応募者の提案内容を基に用途を記載します。

3 応募者の提案内容を基に譲渡場所を記載します。
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のとする。

（試験成績等）

第６条 売主は、買主から要求があった場合（ただし、かかる要求は一会計年度に１回までとす

る。）には、破砕加工土の分析試験成績書を買主に対して提出するものとする。また、買主から

破砕加工土のサンプルの要求があった場合には、売主は、速やかに買主に対して提出するもの

とする。

２ 買主は、売主から製品サンプル4の要求があった場合には、速やかに売主に対して提出するも

のとする。

（破砕加工土の利用）

第７条 買主は、破砕加工土の利用に当たっては、その性状を十分に把握した上で、使用するも

のとする。

（作業及び負担の範囲）

第８条 売主は、次の作業を自己の責任及び負担で行うものとし、その他の作業は、買主が自己

の責任及び負担で行うものとする。

(１) 厚原浄水場から第３条第１項に規定する譲渡場所まで破砕加工土を運搬するための厚原

浄水場における積込作業及び譲渡場所における積卸作業

(２) 第３条第２項に規定する計量作業

（譲渡代金等）

第９条 破砕加工土の譲渡代金は、１トン当たり●円に消費税及び地方消費税を加えた金額とす

る。

２ 売主は、各月における破砕加工土の譲渡量を集計の上、当該月に係る譲渡代金を翌月末日ま

でに買主に対して請求するものとする。ただし、集計において、譲渡量の１トン未満の端数及

び譲渡代金の１円未満の端数は、それぞれ切り捨て処理するものとする。

３ 買主は、売主から請求を受けた日の属する月の翌月末日までに、譲渡代金を支払うものとす

る。

（月間業務完了報告書）

第 10 条 買主は、要求水準書に定めるところに従い、当該月における破砕加工土の有効利用業務

の履行の結果をまとめた月間業務完了報告書（第 11 条に規定する収集運搬業者の探索の状況に

関する記載を含む。）を作成し、翌月第５営業日までに買主に提出し、買主の確認を得なければ

ならない。

（収集運搬業者の探索の支援）

第 11 条 買主は、要求水準書に定めるところに従い、売主による破砕加工土の収集及び運搬に係

る事業者の探索について売主を支援するものとする。

4 第２条の用途を踏まえて調整します。
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（法令等の遵守）

第 12 条 売主及び買主は、破砕加工土の収集・運搬及び使用について、それぞれ関係法令等を遵

守して行うものとする。

（事故等の処理）

第 13 条 破砕加工土の譲渡後に発生した事故については、買主の責任及び負担において処理する

ものとする。

（契約不適合に関する責任）

第 14 条 破砕加工土の引渡しは現状有姿で行うものとし、買主は、破砕加工土に契約不適合のあ

ることを発見しても、譲渡代金の減免若しくは損害賠償の請求又はこの契約の解除をすること

ができない。

（有効期間）

第 15 条 この契約の有効期間は、●年●月●日から●年●月●日までとする。

（契約の解除）

第 16 条 売主及び買主は、相手方がこの契約に定める義務を履行しないときは、相当の期間を定

めてその履行の催告をし、その期間内に履行がないときはこの契約を解除することができる。

２ 売主は、基本契約又は運営・維持管理業務委託契約が解除その他の理由で終了した場合、こ

の契約を解除することができる。

（契約の細目）

第 17 条 この契約の細目については、別紙のとおりとする。

（契約上の権利義務の譲渡の禁止）

第 18 条 売主及び買主は、相手方の事前の書面による承諾なくこの契約上の権利義務につき、自

己以外の第三者への譲渡又は担保権の設定をしてはならない。

（債務不履行）

第 19 条 売主及び買主は、この契約上の義務を履行しないことにより相手方に損害を与えた場

合、その損害を賠償しなければならない。

（管轄裁判所）

第 20 条 売主及び買主は、この契約に関して生じた当事者間の紛争について、静岡地方裁判所を

第一審とする専属管轄に服することに合意する。

（準拠法及び解釈）

第 21 条 この契約は日本国の法令に準拠し、日本国の法令に従って解釈される。

２ この契約、関連書類及び書面による通知は日本語で作成される。また、この契約の履行に関
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して当事者間で用いる言語は日本語とする。

３ この契約の変更は書面で行う。

（疑義等の解釈）

第 22 条 この契約の解釈に疑義を生じた場合又はこの契約に定めのない事項については、売主及

び買主が協議の上、決定するものとする。

（以下余白）
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この契約の証として、本書２通を作成し、売主及び買主が記名押印の上、各自１通を保有する。

令和●年●月●日

売主：

静岡県富士市中之郷2100番地

静岡県企業局東部事務所 所長 ●●

買主：

[住所]

[企業名]

[代表者氏名]
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別紙

契約細目5

以 上

5 譲渡場所における積卸作業の手順・日時その他の契約細目については、応募者と県との間で協議の上、定め

るものとします。


